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○ 保険薬局調査の結果概要 

 

図表 15 取り扱い処方せん枚数（372薬局分） 

  

7 月 21 日～27 日の 

取り扱い処方せん枚数 

枚数（枚） 割合 

① すべての取り扱い処方せん  132,045 100.0% 
  ② ①のうち、１品目でも後発医薬品を調剤した処方せん  55,792 42.3% 

  
③ ①のうち、「後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更がすべて不可」欄に処

方医の署名等がない処方せん 
 90,511 68.5% 

    
④ ③のうち、１品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した処方せん（初

めての変更に限らず、以前に一度変更し、今回も同様に変更した場合も含

む） 

 4,965 3.8% 

      ⑤ ④のうち、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん  992 0.8% 
      ⑥ ④のうち、後発医薬品分割調剤加算を算定した処方せん  61 0.0% 

    
⑦ ③のうち、今回は、先発医薬品を後発医薬品に変更しなかったが、以前

に一度、先発医薬品から後発医薬品に変更し、これを受けて処方医が、当

該後発医薬品の銘柄処方に切り替えた処方せん 

 2,149 1.6% 

    ⑧ ③のうち、１品目でも後発医薬品を他の後発医薬品に変更した処方せん  370 0.3% 

    
⑨ ③のうち、処方せんに記載されたすべての

 10,107 
先発医薬品について後発医

薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に変更できなかった処方

せん 

7.7% 

    
⑩ ③のうち、後発医薬品のみが記載された処方せん（上記⑦に該当するも

のを除く。） 
 3,689 2.8% 

    

⑪ ③のうち、「後発医薬品についての説明」※１を行ったにもかかわらず、

患者が希望しなかったために、すべて  9,658 後発医薬品に変更できなかった処方

せん（過去に説明した際に、患者が希望しない意思を明確にしており、今回

も後発品への変更をしなかった場合を含む） 

7.3% 

    ③のうち、以下の理由により、後発医薬品に変更できなかった先発医薬品が１品目でもある処方せん 

      ⑫ 先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品がなかったため  14,015 10.6% 
        ⑬ ⑫のうち、薬価収載されていなかったため  8,901 6.7% 
        ⑭ ⑫のうち、在庫として備蓄していなかったため  6,036 4.6% 

      
⑮ 先発医薬品の剤形（ただし、ＯＤ錠除く）に対応した後発医薬品がな

かったため 
 4,038 3.1% 

        ⑯ ⑮のうち、薬価収載されていなかったため  2,222 1.7% 
        ⑰ ⑮のうち、在庫として備蓄していなかったため  1,867 1.4% 

      
⑱ 先発医薬品の剤形がＯＤ錠であり、それに対応した後発医薬品がな

かったため 
 706 0.5% 

        ⑲ ⑱のうち、薬価収載されていなかったため  254 0.2% 
        ⑳ ⑱のうち、在庫として備蓄していなかったため  411 0.3% 

  
○21

 41,534  ①のうち、「後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更がすべて不可」欄に処

方医の署名等がある処方せん 
31.5% 

    ○22   18,272 ○21 のうち、後発医薬品を銘柄指定している処方せん 13.8% 
  ○23  2,294  ①のうち、処方せん内容の一部について変更不可としている処方せん 1.7% 
    ○24   1,815 ○23 のうち、一部先発医薬品について変更不可としている処方せん 1.4% 
    ○25   865 ○23 のうち、一部後発医薬品について変更不可としている処方せん 0.7% 

*「後発医薬品についての説明」とは 
 後発医薬品と先発医薬品とが同等であること（例えば、品質、安定性、生物学的同等性試験結果等）の説明に加

え、患者の処方せんにおける変更前の薬剤料と変更後の薬剤料の差額等についての説明等を指す。 
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図表 17 「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん（n=90,511） 

における、後発医薬品への変更状況 

（平成 21 年 7 月 21日～27 日 1 週間分の処方せんベース、372 薬局分） 

  枚数（枚） 割合 

「変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん  90,511 100.0% 

  １品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した処方せん  4,965 5.5% 

    （うち）後発医薬品情報提供料を算定した処方せん  992  1.1% 

    （うち）後発医薬品分割調剤加算を算定した処方せん  61  0.1% 

 

今回は、先発医薬品を後発医薬品に変更しなかったが、以前に一度、先発

医薬品から後発医薬品に変更し、これを受けて処方医が、当該後発医薬品

の銘柄処方に切り替えた処方せん 
 2,149 2.4% 

 １品目でも後発医薬品を他の後発医薬品に変更した処方せん  370 0.4% 

  
処方せんに記載されたすべての先発医薬品について後発医薬品が薬価収

載されていないために、後発医薬品に変更できなかった処方せん 
 10,107  11.2% 

  後発医薬品のみが記載された処方せん（上記に該当するものを除く。）  3,689  4.1% 

  
患者が希望しなかったために、すべて後発医薬品に変更できなかった処方

せん 
 9,658  10.7% 

  以下の理由により、後発医薬品に変更できなかった先発医薬品が１品目でもある処方せん 

    先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品がなかったため  14,015  15.5% 

      
採用されている後発医薬品に、先発医薬品の含量規定に対応した製

剤が薬価収載されていなかったため 
 8,901  9.8% 

      
先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品を在庫として備蓄して

いなかったため 
 6,036  6.7% 

    
先発医薬品の剤形（ただし、ＯＤ錠除く）に対応した後発医薬品がなかっ

たため 
 4,038  4.5% 

      
採用されている後発医薬品に、先発医薬品の剤形に対応した製剤が

薬価収載されていなかったため 
 2,222  2.5% 

      
先発医薬品の剤形に対応した後発医薬品を在庫として備蓄していな

かったため 
 1,867  2.1% 

    
先発医薬品の剤形がＯＤ錠であり、それに対応した後発医薬品がなかっ

たため 
 706  0.8% 

      採用している後発医薬品に、OD 錠が薬価収載されていなかったため  254  0.3% 

      OD 錠の後発医薬品を在庫として備蓄していなかったため  411  0.5% 
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図表 18 すべての処方せんにおける、「後発医薬品への変更不可」欄の処方医の 

署名等の有無（平成 21 年 7月 21 日～27 日 1 週間の処方せんベース） 

68.5% 31.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

処方せん全体
（n=130,045）

署名なし 署名あり
90,511枚 41,534枚

 
 

図表 19 「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん 

（n=90,511）における、後発医薬品への変更状況 

（平成 21 年 7 月 21日～27 日 1 週間の処方せんベース） 

 

5.5% 66.2% 4.1% 11.2% 10.7%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

処方せん全体
（n=90,511）

1品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した処方せん

以前に後発医薬品に変更し処方医が後発医薬品の銘柄処方に切り替えた処方せん

後発医薬品に変更しなかった処方せん

後発医薬品のみが記載された処方せん

処方せんに記載されたすべての銘柄について、後発医薬品が薬価収載
されていないために、後発医薬品に変更しなかった処方せん
患者が希望しなかったために、すべて後発医薬品に変更しなかった処方せん
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図表 26 後発医薬品の説明・調剤に関する考え方 

 

6.7%16.4% 43.1% 33.2% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=566）

積極的に取り組んでいる 薬効によっては取り組んでいる あまり積極的には取り組んでいない

その他 無回答
 

 
図表 27 あまり積極的に取り組んでいない理由（n=188） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.7%

20.2%

26.6%

21.8%

10.1%

43.1%

28.7%

8.0%

68.1%

6.9%

11.7%

1.6%

4.8%

5.3%

3.7%

4.3%

2.1%

2.1%

25.0%

8.0%

1.6%

28.7%

1.6%

5.3%

7.4%

21.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後発医薬品の品質に疑問があるため

後発医薬品の効果に疑問があるため

後発医薬品の副作用に不安があるため

後発医薬品の安定供給体制が不備であるため

後発医薬品の情報提供が不備であるため

後発医薬品に関する患者への普及啓発が不足なため

近隣の医療機関が後発医薬品の使用に消極的なため

後発医薬品の説明に時間がかかるため

後発医薬品の調剤による薬剤料減に不安があるため

後発医薬品の備蓄増に伴う不良在庫の拡大など、
在庫管理の負担が大きいため

調剤室での薬の取り揃えの前に後発医薬品を
説明する業務手順となっていないため

その他

無回答

あまり積極的に取り組んでいない理由（複数回答） 最大の理由（単数回答）
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図表 30 後発医薬品への変更が可能な処方せんを持参した患者に後発医薬品についての 

説明をしなかった理由（n=566） 

 

49.5%

18.2%

6.2%

8.5%

33.2%

7.1%

34.1%

3.4%

25.6%

16.4%

8.0%

1.9%

1.1%

16.1%

3.0%

20.0%

8.0%

48.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

待っている患者が多く、説明する時間的
余裕がなかったから

患者が急いでおり、説明不要
と言われたから

患者が後発医薬品について十分
理解していたから

調剤室での薬の取り揃えの前に後発医薬品について
説明する業務手順になっていないから

システム上、薬剤料の差額がすぐに計算できないので、
患者の質問にその場で答えることができないから

後発医薬品の備蓄品目数が
少ないから

説明しなければならないという認識が
不足していたから

その他

無回答

後発医薬品の説明をしなかった理由（複数回答） 後発医薬品の説明をしなかった最大の理由（単数回答）
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図表 32 後発医薬品への変更が可能な処方せんを持参した患者に対し、後発医薬品に 

ついての説明をしなかった最大の理由

 

25.6%

8.1%

26.9%

31.9%

26.8%

33.3%

66.9%

83.8%

66.9%

60.6%

61.0%

63.2%

7.6%

8.1%

6.2%

7.5%

12.2%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=528）

～300枚未満（n=99）

300～500枚未満（n=130）

500～700枚未満（n=160）

700～900枚未満（n=82）

900枚以上（n=57）

待っている患者が多く、説明する時間的余裕がない それ以外の理由 無回答

として「待っている患者が多く、 

説明する時間的余裕がなかったから」を選んだ薬局と選ばなかった薬局 

（薬剤師（常勤換算）１人当たりの受付処方せん枚数（１か月間合計）別） 
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図表 51 後発医薬品への変更が可能な処方せんを受け付けたが、変更しなかった場合に 

ついて、今後、薬局の立場として後発医薬品への変更を進めるための要件（n=566） 

 

65.2%

54.9%

51.8%

50.0%

12.4%

0.7%

13.8%

1.4%

15.9%

13.1%

16.6%

20.0%

18.6%

1.8%

0.7%

8.1%

5.3%

53.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師や薬剤師に対する後発医薬品の品質保証
が十分であることの周知徹底

後発医薬品メーカーによる情報提供や
安定供給体制の確保

後発医薬品に対する患者の理解

剤形・規格の違いに関わらずに銘柄変更調剤
ができる環境の整備

後発医薬品に関する説明の手間や後発医薬品の
調剤による薬剤料の減などを考慮した調剤報酬上の

一層の評価

調剤室での薬の取り揃えの前に患者に後発医薬品に
ついて説明する等、薬局における調剤手順の見直し

特に対応は必要ない

その他

無回答

変更を進めるための要件（複数回答） 最も重視する要件（単数回答）
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○ 診療所・病院・医師調査の結果概要 

 
図表 79 後発医薬品の備蓄状況（入院患者に対する後発医薬品の使用状況別・病院ベース） 

 

 

58.1%

35.2%

69.4%

93.1%

73.3%

46.2%

22.4%

32.8%

16.6%

20.0%

38.5%

10.3%

15.2%

8.9%

6.7%

7.7%

6.4%

7.7%

3.4%0.0% 3.4%

0.0%

2.5%

4.1%

0.0%

0.0%

0.0%

2.5%

5.0%

10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=339）

後発医薬品があるものは積極的に使用
（n=125）

後発医薬品のあるものの一部を使用
（n=157）

後発医薬品をほとんど使用していない
（n=29）

その他（n=15）

無回答（n=13）

100品目未満 100～150品目未満 150～200品目未満 200～250品目未満 250品目以上
 

 

 
図表 80 医薬品備蓄品目数に占める後発医薬品の備蓄品目数の割合 

（入院患者に対する後発医薬品の使用状況別・病院ベース） 

 

31.0%

20.0%

39.5%

24.1%

40.0%

38.5%

20.1%

17.6%

23.6%

10.3%

20.0%

23.1%

0.0%

4.0%

26.7%

65.5%

17.2%

16.2%

8.9%

0.0%

10.4%

13.3%

8.8%

7.7%

3.8%

0.0%

0.0%

12.0%

6.5%

7.7%

1.9%

0.0%

0.0%

6.4%

3.5%

7.7%

4.5%

0.0%

13.6%

7.1%

0.0%

0.0%

0.6%

6.8%

16.0%

15.4%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=339）

後発医薬品があるものは積極的に使用
（n=125）

後発医薬品のあるものの一部を使用
（n=157）

後発医薬品をほとんど使用していない
（n=29）

その他（n=15）

無回答（n=13）

5%未満 5～10%未満 10～15%未満 15～20%未満 20～25%未満 25～30%未満

30～45%未満 45%以上
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図表 84 入院患者に対する後発医薬品の使用状況 

21.0%

37.3%

45.2%

44.8%

16.1%

8.8% 4.4%

16.1%

1.6%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所
（n=62）

病院
（n=362）

後発医薬品があるものは積極的に使用 後発医薬品のあるものの一部を使用

後発医薬品をほとんど使用していない その他

無回答
 

※有床診療所については、平成 21 年 7 月 1 か月間の平均在院患者数が「0」であった施設を除いて集計した。 

 
 

図表 92 今後どのような対応が進めば施設として入院患者に対して後発医薬品の 

使用を進めてもよいか 

（複数回答） 

 

51.3%

41.3%

25.0%

15.0%

10.0%

1.3%

10.0%

5.0%

22.5%

69.3%

73.2%

37.3%

47.2%

29.8%

16.0%

3.3%

8.3%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師や薬剤師に対する後発医薬品の
品質保証が十分であることの周知徹底

後発医薬品メーカーによる情報提供や
安定供給体制の確保

後発医薬品に対する患者の理解

後発医薬品を処方する際の診療報酬上
の評価

後発医薬品の使用割合についての
診療報酬上の評価

院内で後発医薬品の情報を独自に収集し、
後発医薬品の選定･採用を行える体制の整備

特に対応は必要ない

その他

無回答

診療所
（n=80）

病院
（n=362）
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図表 96 病院における後発医薬品の使用について、 

外来患者に院内投薬する場合

20.2% 15.2% 48.1% 13.8% 2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院
（n=362）

後発医薬品を積極的に使用する 後発医薬品をほとんど使用しない 個々の医師の判断による

その他 無回答

の施設としての対応 

 
 
 

図表 98 病院における後発医薬品の使用について、 

外来患者に院外処方する場合

21.5% 3.9% 54.7% 8.6% 11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院
（n=362）

後発医薬品を積極的に使用する 後発医薬品をほとんど使用しない 個々の医師の判断による

その他 無回答

の施設としての対応 

 
※「後発医薬品を積極的に使用」とは、後発医薬品の銘柄処方のほか、院外処方せんの「後発医薬品への変更不

可」欄に署名等を行わない場合を含む。 
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図表 104 「後発医薬品への変更不可」欄に署名した処方せんの発行経験の有無 

（医師ベース） 

36.1%

37.2%

61.9%

61.5% 1.3%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所
（n=509）

病院
（n=465）

ある ない 無回答

184人

173人

 
 

図表 105 院外処方せん枚数全体に占める、「変更不可」欄に署名した 

処方せん枚数の割合（医師ベース） 

29.9%

42.2%

6.0%

14.5%

6.5%

5.2%

8.7%

8.7%

42.9%

24.3%

3.5%

4.9%

1.7%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所
（n=184）

病院
（n=173）

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満 50％以上～70％未満

70％以上～90％未満 90％以上 無回答
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図表 106 「後発医薬品への変更不可」欄に署名した理由（医師ベース、複数回答） 

 

25.5%

51.6%

15.2%

28.8%

7.6%

14.1%

34.8%

4.3%

37.5%

14.7%

5.4%

37.0%

3.3%

2.7%

15.8%

1.6%

40.5%

37.0%

8.1%

20.8%

5.2%

5.2%

24.3%

5.2%

28.9%

11.6%

4.0%

19.7%

1.7%

1.2%

12.7%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

患者からの強い要望があったから

後発医薬品の品質が不安だから

後発医薬品メーカーの供給体制が不安だから

後発医薬品の情報提供体制が不安だから

後発医薬品の剤形が患者に適していないから

薬局での後発医薬品の備蓄が不安だから

後発医薬品の効果や副作用の違いを
経験したから

作用が強く治療域のせまい薬剤だから

先発品を長く使用し信頼して
いる

施設として使用する医薬品の
銘柄を指定しているから

薬局で実際に調剤された後発品名を
診療録に記載するのが面倒だから

薬局でどのような薬剤に調剤
されるか心配だから

薬剤料が安くならないから

特に理由はない（処方方針として）

その他

無回答

診療所
（n=184）

病院
（n=173）
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図表 113 外来診療における後発医薬品の処方に関する考え方（医師ベース） 

 

73.7%

67.6%

72.7%

55.1%

83.0%

9.9%

12.3%

10.6%

16.6%

6.2%

13.2%

15.7%

13.9%

20.0%

9.5%

8.3%

2.8%

1.3%

3.1%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=1179）

診療所合計
（n=714）

院外処方せんあり
（n=509）

院外処方せんなし
（n=205）

病院
（n=465）

診
療

所

特にこだわりはない

患者からの要望がなくても後発医薬品を積極的に処方する

患者からの要望があっても後発医薬品は基本的には処方しない

無回答
 

 
 

図表 117 どのような対応がなされれば、医師の立場として 

後発医薬品の処方を進めても良いか（複数回答） 

 

65.1%

55.8%

31.1%

24.7%

5.7%

8.1%

9.8%

5.5%

77.0%

71.0%

40.9%

34.4%

12.0%

2.6%

4.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師や薬剤師に対する後発医薬品の
品質保証が十分であることの周知徹底

後発医薬品メーカーによる情報提供
や安定供給体制の確保

後発医薬品に対する患者の理解

後発医薬品を処方する際の
診療報酬上の評価

院内で後発医薬品の情報を独自に収集し、
後発医薬品の選定･採用を行える体制の整備

特に対応は必要ない

その他

無回答

診療所
（n=724）

病院
（n=465）
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○ 患者調査の結果概要 

 

図表 147 後発医薬品の処方や調剤を頼みやすくするために求める対応 

（複数回答、n=944） 

 

24.4%

18.1%

2.9%

54.7%

27.5%

17.6%

1.8%

8.9%

3.0%

64.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診察時に医師が説明をしてくれたり、
使用の意向をたずねてくれる

医療機関内にポスター掲示や使用の
意思表示ができるカード等用意

医療機関内に専用の相談窓口や
説明担当の薬剤師がいる

医療機関におけるその他の内容

処方せん受付時に薬剤師が
たずねてくれる

薬局内にポスター掲示や使用の
意思表示ができるカード等用意

薬局内に専用の相談窓口や
説明担当の薬剤師がいる

薬局におけるその他の内容

頼みたいとは思わない

無回答
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図表 170 後発医薬品使用に対する考え方（後発医薬品使用経験別） 

 

32.1%

16.7%

19.4%

19.2%

20.4%

38.6%

39.1%

39.3%

15.4%

9.3%

22.0%

24.0%

1.6%

0.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=1012）

使用経験がある
（n=496）

使用経験はない
（n=496）

できればジェネリック医薬品を使いたい できれば先発医薬品を使いたい

ジェネリック医薬品や先発医薬品にはこだわらない わからない

無回答
 

※「全体」には、「後発医薬品使用経験」について無回答の 20 人を含む。 

 
 


